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市民マラソン大会における男女別・年代別心停止発生率の調査

An investigation of the occurrence rates of gender and  
age-specific cardiac arrest during marathon races in Japan
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Ⅰ．は　じ　め　に

国士舘大学では、市民マラソン大会の救護活動
を年間 30大会程度実施しており、その中では救
護活動中に心停止が発生し、その対応を行った大
会も存在する。

市民マラソン大会における心停止例の報告は多
数見受けられるが、男女別・年代別の発生頻度を
調査した報告はない。

Ⅱ．目　　的

マラソン大会における男女別・年代別の心停止
の発生頻度を調査することを目的とした。

Ⅲ．方　　法

１． マラソン大会における男女別・年代別心停止
発生数の調査

国士舘大学が 2007年から 2014年の８年間に救
護活動を行った市民マラソン大会（約 140大会）
の中で発生した男女別・年代別の心停止発生数を

救護記録表から抽出し調査した。

２． マラソン大会における男女別・年代別出走者
数の調査

国士舘大学が 2014年に救護活動を行ったマラ
ソン大会 16大会の大会事務局に対し、 男女別・
年代別出走者のアンケート調査を行った。

Ⅳ．結　　果

１． マラソン大会における男女別・年代別心停止
発生数の調査

国士舘大学が 2007年から 2014年の８年間に救
護活動を行った大会（約140大会）で心停止とな
ったランナーは 22名（2007年が２例、2008年が
２例、2009年が３例、2010年が１例、2011年が
３例、2012年が４例、2013年が５例、2014年が
２例）であった。レース種目別にみると、フルマ
ラソンで８例（36.4％）、 ハーフマラソンで６例

（27.3％）、10kmの部で３例（13.6％）、その他の
部で５例（22.7％）であった。

男女別の発生数をみると、 男性が 20例（90.9
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％）、女性が２例（9.1％）であった。（図１）
年代別の発生数をみると、20歳代が５例（22.7

％）、30歳代が４例（18.2％）、40歳代が２例（9.1
％）、50歳代が５例（22.7％）、60歳代が５例（22.7
％）、70歳代が１例（4.5％）であった。（図２）

２． マラソン大会における男女別・年代別出走者
数の調査

国士舘大学が 2014年に救護活動を行った市民
マラソン大会７大会 10レース（フルマラソン２
レース、ハーフマラソン４レース、10kmの部２
レース、５kmの部２レース）から男女別・年代
別出走者数の回答を得た。

男女別の出走者数をみると、 男性 21,904 名
（79.3％）、女性5,719名（20.7％）であった。（図３）

年代別の出走者数をみると、20歳未満が266名
（1.0％）、20 歳代が 2,764 名（10.0％）、30 歳代が
6,546 名（18.2 ％）、40 歳 代 が 9,980 名（36.1 ％）、
50歳代が5,766名（20.9％）、60歳代が1,923名（7.0
％）、70歳代が378名（1.4％）であった。（図４）

年代別出走者数を男女別にみると、 男性では
20歳未満が198名（0.9％）、20歳代が1,998名（9.1
％）、30歳代が 5,016名（22.9％）、40歳代が 8,005
名（36.5％）、50 歳代が 4,703 名（21.5％）、60 歳
代が 1,641 名（7.5％）、70 歳代が 343 名（1.6％）
であった。
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図２　年代別心肺停止発生数

図３　男女別出走者割合
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図１　男女別心肺停止発生割合



市民マラソン大会における男女別・年代別心停止発生率の調査 −59−

女性では 20歳未満が 68名（1.2％）、20歳代が
766名（13.4％）、30歳代が 1,530名（26.8％）、40
歳代が1,975名（34.5％）、50歳代が1,063名（18.6
％）、60歳代が282名（4.9％）、70歳代が35名（0.6
％）であった。（図５）

Ⅴ．考　　察

国士舘大学が 2007年から 2014年の８年間に行
ったマラソン（約140大会）救護活動中に心停止
となった 22名のランナーの男女比をみると、約
９割が男性と圧倒的に多かったが、2014年に国
士舘大学が救護活動を行った７大会 10レースの
出走者の男女比をみると、こちらも男性が約８割
と男性が多く、市民マラソン大会で発生する心停
止例の多くが男性であるのは、そもそも出走者の
割合が男性に多いことが要因となっているのでは
ないかと考えられた。

次に、市民マラソン大会における年代別の心停
止数をみると、20歳代、50歳代、60歳代が最も
多い結果となった。しかし、年代別の出走数をみ
ると男女ともに40歳代をピークとする１峰性のグ
ラフとなることから、年代別の心停止の発生頻度
は年代別出走者の割合に依存せず、20歳代、50

歳代および 60歳代に多く発生することが示唆さ
れた。

畔柳らもスポーツ中の突然死の年代別発生数
は、市民マラソン大会の参加者数の少ない 20歳
未満を除くと、50歳代が最も多く、次いで 20歳
代と60歳代が同率と報告している。1）このことか
らも、 スポーツ中の心停止のリスクは 20歳代、
50歳代、60歳代に高いことが推測される。また、
Maronらの報告によると、35歳未満の運動中の
突然死の 60％に心肥大を認め、35歳以上では 80
％に冠動脈硬化・狭窄を認めたとしている。2）こ
のことから、20歳代と 50歳代・60歳代ではマラ
ソン中に心停止となる病態が異なることが推測さ
れる。

Ⅵ．ま　と　め

市民マラソンにおける男女別・年代別の心停止
の頻度を調査した結果、心停止の発生は出走者比
率の多い男性に多く、年代は20歳代及び50歳代・
60歳代に多いことが判明した。
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図５　男女別・年代別出走者数
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